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パルス合成器

4つの入力パルスを合成（加算）し、変換出力

●出力端子には必ず規定以下の負荷を接続してください。ご注意

1
2
3
4
5

入出力パルス条件と合成変成比だけの簡単設定。

最大4回路の加算による合成ができます。

入力パルス定数の異なるパルス合成が可能です。

RoHS指令に対応しています。

IECレールへの取り付けにも対応しています。
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電力管理システム

無電圧ａ接点またはオープンコレクタ
DC12V±10% 10mA

パルス幅 10msec以上
最大入力周波数16.7Hz

2点（C1A-C1B、C2A-C2B）  無電圧a接点（フォトモスリレー）
DC30V以下  500mW以下
パルス幅 120±5msec/40±4msec/13±1msec

最大500m（CVVS 1.25mm2使用）

入力1, 入力2

入力3, 入力4

出力1, 出力2
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パルス定数、合成変成比、パルス幅等（赤色5桁数字表示）
動作、設定、確認、ch1、ch2、ch3、ch4（全て赤色）
動作／設定／確認のモード変更
モード変更、設定内容の確定
表示の切り替え、設定データの数値変更
表示の切り替え、設定データの桁移動
AC100/110V±10%、50/60Hz共用、5VA以下
温度：－10～55℃、湿度：90%RH以下（非結露時）
腐食性ガスのない場所、一般工業計器並
壁掛取付、ＩＥＣレール取付兼用
約500g

数字LED

LEDランプ
操作
決定
数字送り
桁移動
電 源
使用環境
雰囲気
取付方法
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標準価格（外税）　180,000円
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パルス検出器・パルス変換器

パルス検出器・変換器の取付申請手順
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電力管理システム

デマンドコントロール装置を動作させる電力量（デマンド）パルスは、通常取引用計器よりパルス変換器・検出器を介して入力されま
す。この取引用計器からパルスを受けることを「サービスパルス」と称します。デマンドコントロール装置を設置し、サービスパルスを
受け、負荷制御を行うことで契約電力変更（小さくする）することもできます。次にこれらの申請手順を示します。（なお、契約電力の変
更をしない場合は②項目は必要ありません。）

1 最寄りの電力会社支店・支社・営業
センター窓口で、右記書類を受け取る。

3 サービスパルスおよび契約電力
変更の許可

4 工事日の決定

5 覚書の締結

6 工  事

2 必要事項を記入・捺印後、電力
会社窓口へ提出する。

パルス入力線を屋外に敷設する場合は、信号回路用アレスタをつけることをおすすめします。
■デマンドコントロール装置　スーパーマックス FVPi/15/808の場合
　例1）音羽電機工業（株）製信号回路用アレスタ　一般地区用SG-GV12J、激雷地区用SA-GZ12A、いずれも2線式、定格電圧DC12V
　例2）（株）エム・システム技研製信号回路アレスタ　MDP-SP、最大使用電圧DC14V

パルス検出器

 内屋 外屋

アレスタ
線ドルーシ 線ドルーシ 線ドルーシ

アレスタ デマンド
コントロール装置

① サービスパルス申請書
② 契約電力変更申請書
（電力会社支店・支社・営業センター、契約の種類により様式が異なる場合があります。）

① サービスパルス：デマンドコントロール装置設置のため、サービス 
　　　　　　　　　　パルスを希望することを明記。
② 契約電力変更： デマンドコントロール装置の設置を契約電力変更
　　　　　　　　　　の理由とする場合は、使用するデマンドコントロ
　　　　　　　　　　ール装置、パルス検出器等の種類、および制御す
　　　　　　　　　　る機器の種類、容量、台数、制御方法等を明記。

電力会社窓口より提出後、１週間程度で可否の連絡。
不可の場合は、その理由を確認し内容を訂正の上、再提出。

① サービスパルス： 電力会社とサービスパルス工事日時を、打ち合わせ
　　　　　　　　　　のうえ決定。
② 契約電力変更： 契約電力変更は通常サービスパルス工事と同じ日
　　　　　　　　　　に行う。
注）サービスパルス工事日が、デマンドコントロール装置設置完了より早
　 い場合は、契約電力変更を装置設置完了後に改めて行う必要が生じる
　 ので、設置工事の日程にあわせ余裕をもった日時で決定してください。

電力会社より、覚書が２通届くので内容を確認の上、署名捺印し１通を返却。
（サービスパルス工事当日、工事担当者が持参する場合もあります。）

電力会社から工事担当者が来て作業を行います。（必ず、立ち会いが必要です。）

①サービスパルス工事
ａ） 取引用計器箱の封印解除、パルス検出器の取り付け・ケーブルの接続   
　　（関西電力管内の場合、パルス取出ケーブルの接続のみになります。）
　　注）・取引用計器の出力が 2,000・50,000(pulse/kWh) 切替でき
　　　　  る場合は50,000pulse/kWhを選択する。

・取引用計器の種類によっては、 時限の変わり目を確認できない
場合があるので、デマンドコントロール装置との同期合わせの
ため、時刻表示モードで時刻を確認する。

・取引用メーターの時刻を時報に合わせる。
b）検出器・変換器本体とケーブルを接続し、デマンドコントロール装置
　  のパルス入力を現在電力表示でデマンド値がアップすることで確認する。
②契約電力の変更
担当者が取引用計器の表示を転記し、デマンド値のリセット操作を行う。
 ・取引用計器箱の再封印

雷対策
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